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令
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を
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す
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時
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に
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れ

た

か
､

ま

た

如
何
な

る

理

由
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損
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損
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封
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こ

と
に

な

つ

て

い

た

か
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ず
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瞭
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損
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共
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損
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険
者
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外

倒
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註
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を
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定
し

た
の

は
､

こ

の

場
合
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損
害
の

原
因
が

自
ら
明

か

で

あ
つ

た

か

ら
で

あ

ろ

う
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の
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に

現

わ

れ
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約
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け
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○

叩
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約
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→
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蒜
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付
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荷
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よ
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危
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切
迫

し

な
い

中
に

行
わ

れ

た

投

荷
に

封
し

て

は

本
特
約
に

よ

り

保

険
者
は

そ

の

責
を

禿
れ

得
る

が
､

重

大
な

分
拭
お

よ

び

重
大
な

投
荷

､

な

ら
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に
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溶
損
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た
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つ
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合
の

損
害
に
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い
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ら

れ
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す
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わ

ち
こ

れ
に

よ

り

イ

ク

リ

+

に

畠
一

お

け
る

分
損
不

揖
保
の

特
約
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､

賢
際
上
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損
害
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揖
保
の

特
約
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同
一
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う
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損
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の
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損
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約
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を
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得
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際
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着
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損
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約
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損
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ら

れ
て

い

た
こ

と

は

必

ず
し

も

不

可

解
で

な

く
､

寧
ろ
こ

の

こ

と

は

甚
だ

吾

人
の

興
味
を

を

そ

る

も
の

が

あ

る
｡

(

詮
一

)

∽

訂
く
e

日
仏

〉

♭
才

e
∽

Ⅶ

P

叫

昌
p

く
e

昌
明

♪

山

岸
e

d

+
∞

訟

ワ

N

-

∞

”

W
ユ

各
t

呂
a

冒
ユ
の

､

A

H
山

s

t

0
1

叫

○
巾

E
O

且
}

∽

-

㌶
00

蓼
属

｡

な

お

前

者
は

こ

れ
を

一

五

三

〇

年
の

フ

ロ

ー

レ

ン

ス

の

保

険

整
容
と
い

つ

で

い

る

が
､

こ

れ

は

本

文
に

掲

げ
た

通
り

､

】

五

二

大

年
の

同

市
の

法

令
の

凝

り

で

あ
る

｡

･

分

枝
不

揖
保
お

よ

び

小

技

青
不

塘
除
の

特

約
の

起
原

息与3



4
一

⊥

｢

橋

静

叢

第
二

十
七

巻

第
四

戟

(

鼓
二

)

冒
r

a
e

笠

星
}

C
O

ご
e
(

辻
O

n

計

P
已
折

巳
p

ユ
t
-

m
e
∽

門
口
什

か
H

訂

弓
e

払

2
戸

如
く
I

H

H

①

S

㌫
口

訂
)

-

∞

N

∞

-
宏
〉

H

く

ワ

S
N

”

河
e

P
t

N
〉

G
e

計
E
n

F
t

e

●

計
甲

田

弓
O

p

巴
∽

旨
昌

紆
0

く
e

邑
○

訂
岩
口

篭
岩
O

F
t
∽

(

拙
著
謬

､

欧
洲
海
上

保
険
法

史

夢
二

六

節
)

｡

な

お

ロ

イ

ド

密
葬
に

お

け

る

被
保

険
利

恵
俵
項

の

解

説

蓼
属

｡

(

鼓
三
)

な

お

四

階

敦
に

お

け

る

節
静

蓼

應
｡

(

亀

田
)

こ

れ
忙

類

似
の

改

定
は

一

五

三

八

年
の

じ

弓
的
○
∽

の

籠

令

中
に

も

見

出

さ

れ
る
｡

同

法
令

啓
一

條
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蜜
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つ
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険
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す
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を
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の
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あ
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て
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三

分
の

一

J

木

棺
保
)
､

こ

れ

畢
覚
正

嘗
に

表
示

せ
.
ら

れ

た

な

ら

ば

保

険

料
の

三

身
の

二

を

増

徴
し

得
た

筈
で

あ
つ

た

か

ら

と
い

う

に

あ
る
｡

し
か

し

こ

の

.
場

合
も

親

定
の

本
来
α

趣
旨
は

保

険

者
の

責
任

制
限
に

な
い

か

ら
､

そ

の

内

容
を

以
ら

て

直
ち

に
一

定
損
害
不

塘
保

を

定
め

た

も
の

と

な

す
こ

と

を

得
な
い

(

勺
p

邑
e
仏

2
仏

同

上

く
H

ワ

ー

き
い

声
e

P
t
N

同
上

算
三

五

節
)
｡

亀

し

か

し

こ

の

裁

定
は

同

浅

発
二

九

條
に

ょ

り

改
訂

さ

れ

(

同
一

法

令
に

お

い

て

訂
正

規

定
と

訂

正

き

れ
た

裁

定
と

が

併
存
す
る

の

は

奇
異
で

あ
る

が
､

こ

れ

は

田

已
的

○
∽

の

こ

の

法

令
の

生

成
の

特
殊

事
情
に

基
づ

く
の

で

あ
る

-
河
e

p
t

N

同

上

第
二

八

節

蓼
周
)

､

損

傷
し

易
い

貨
物

､

例
え

ば

菰
包

の

羊
毛

パ
こ

れ

は

後
忙

削
除
)

､

歴
､

葡
萄
酒

､

魚
顛

､

小

蓼
､

練
歩

､

大

番
お

よ

び

果

賓
忙

ユ

い

て

は

損
害
原
因

に

閲
す
る

紛

争
を

顧

慮
し

て
一

切

損

害
填
補
の

費
を

負
わ

な
い

も
の

と
し

た

(

P

胃

計
器

星

同

上

ワ

一

望
"

声
e

p
t

N

同

上

第
三

入

野
)
｡

ま

た
一

五

五

六

年
の

S
e

ま
一

打

の

法

令

希

革
九

條
も

奴
隷
お

よ

び

動

物
は

こ

れ
を

明

示

し

て

契

約
す

る

こ

と

を

要
し

､

こ

れ
に

尽
す

る

と

き

は

保

険

者
は

揖
専
填
補
の

費
を

免

れ
る

旨
を

規

定

し
て

い

る

(

評
邑
e
∽

S

星

同

上

p
.

00

ご

声
e

p
什
N

同
上

第
五

一

節
)
｡

さ

ら
に

G
已

計
ロ

)

C

F

肖

A

昇
一

く

(

C
-

e
i

岩
｡

〉

F
｡

∽

e
∽

e
t

C
O

已
か

2
e

倉

こ
p

琶
-

汐
2

邑
呂
H

N

¢

芦
-

畢
p
･

N

窒
)

に

よ

れ
ば

食

遇
お

よ

び

集

貨
は

容

琴

包

装
の

関
係
上

滑

損
､

日

滅
､

腐
敗

､

変

革
等

を

生

じ

易
い

た

め
､

保

険

契

約

上
こ

れ
を

明

示

す
る

こ

と

を

要

す

と
し

､

且
こ

の

明

示

を

要

す
べ

き
理

由
主
し

て
一

は
こ

れ
に

よ

り

保

険
者
は

保
険

料
の

増

徴
を

計
り

得
べ

く
､

他
は

保

険
者
の

負

靖
す
べ

き

損

害
に

つ

い

て

も

各

別
の

取

極
ま

た

は

取

故

を

行
い

う

る

か

ら

と

い

う

事
箕
を

挙
げ
て

い

る
｡

も
つ

と

も
こ

こ

拓

い

う

各
別
の

敦

盛

ま
た

は

政
教

(
-

e

岩

色
e

日

昌
叶

紆

-

♂

官
0

ヨ

邑
P
ロ

臣
∽

A
く
P

ユ
e

)

が

如

何

な
る

内

容
の

も
の

か

舛
明
し

な

β∂49

■
▲

.

÷

…
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i
r
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-

ト
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,叫

.

㌔

い

が
､

も

し

こ

れ

が

早
濁

海
技
不

揖
保
の

意
痍
の

も
の

な

れ
ば
こ

の

種
の

約

款
は

昔
時

眈

竺
汀

わ

れ
て

い

た

と

し

な

く

て

は

な

ら

な
い

｡

し

か

し

こ

の

鮎
を

明

輝
な
ら

し

む
べ

き

資
料
は

今
の

と

こ

ろ

存
し

な
.い
｡

な

お

現

行
フ

ラ

ン

ス

商
法

第
三

五

五

條
は

上

謁
の

趣

旨
に

則

り
､

現

傷
を

受
け

易
い

性
質
の

横
荷
に

つ

い

て

そ

の

品

名
の

明
示

を

な

す
べ

き

を

規

定
し

て

い

る

が
､

現

在
で

は

冬
商
品
の

保

険

料
の

平

均
他

(

お

よ

び

保

険

者
の

責
任

制

限
)

の

た

め
に

､

そ

の

費
用

は

駿
止

き

れ
て

い

る

(

ロ
首
付

き
1

冒
O

i

t

巳

邑
已

ヨ
e

]

冒
日

肖

P

N

宗
β

｡

な
お

四

附

訟
に

お

け

る

所
翰

参
照

｡

(

註
五
)

外

ヨ
e
r

i

笥
臼

一

ゴ
旨
か

計
∽

A
s
∽

弓

旨
C

監

e
什

計
払

C

昌
什

邑
∽

知

-

P

雫
C

旨
u

-

-

諾
ぃ

〉

ソ
す

弓
0
-
-

0

か

F

嘗
】

◆

甲
乙
p

l
ノ

ト

ぎ
号

-

00
N

ュ
肖

ワ

∞

い

く
℡

ヒ
ロ

】

2
0

日
■く
C

P

仁

0

0

日
日
e

邑
巴
岩

n
e

-
}

○

邑
〇

ロ
ロ
p

ロ
○

①

n

b

【

p

コ

旨
エ
ロ
e

n

亡

冒
0

}

止

β
-

A
O

空

-

畏
-

}

-

宗
○

”

2
0
日

く
0
}

訂

か

P

勺
p
H

好
W

2
ロ
e

-

00

会
〔

ロ
①
∽

A
莞
芦
】

岩
臼
C

e

∽

棚

烏
)

､

海
上

保

険

講
義
要

領

(

村

瀬
保

険
金

集
〕

四

六
七

貫
｡

(

註
六
.)

野
鼠
e
Ⅵ

2
∽

同

上

ノ

コ

マ

監
}

ロ

㌢

(

-

)

に

ょ

れ

ば

本

慣
行
は

バ

ロ

セ

ロ

ナ

の

港

令
に

お

い

て

嗜
獣

に

認

め

ら

れ
て

い

た

と
の

こ

と

で

あ

る

が
､

そ

の

根

接
に

つ

い

て

は

何

も

準
へ

て

い

な

い
｡

な

お

声
｡

｡
t
山

人
同

上

希
有

二

節
)

は

本
鎮
を

鼓

舞
し

て

単
に

小

額
の

投

書
は

填
補

さ

れ

な
小

と

だ

け
い

つ

て

い

る

が

(

朽
-

e
i

冒
→

e

】

紆
胃
F

琵
山

習
一

品

昌

宅
｡

邑
昌
ロ

i

c

E
e

遠
ロ
t

注
)

､

こ

れ
で

は

露

明

が
不

十
分
で

あ
る
｡

(

鼓
七
)

こ

の

こ

と
は

衆
に

現

わ

れ

た

イ
ク

リ

ー

の

e

邑
宏
｡

g
｡

事
じ

紆

写
甲
ユ
p

の

特

約

尊
生
の

趣

旨

(

本
文

前

述

参
照
)

よ

り

し

て

推
測

し

得

よ

う
○

(

註
八
)

例

外
と

し
て

牛

破

船

状
態
に

臍
つ

た

場

合
に

分

現
に

対

す
る

保

険

肴
の

費
任
ヰ
一
語
む

る

こ

と

は
､

後
に

ロ

イ
ド

蕎
舞
に

現

れ

た

ヨ
e

ヨ
｡
ぺ

呂
･

d

亡

2

に

お

い

て

分

損

ま

た

は

小

頸
蕃
不

婚
保
の

例

外
の

場

合
と

し

て

船

舶
の

坐
硫
の

場

合
を

奉
げ
る

に

重

つ

た

こ

と

と

は
､

も

と

よ

り

直

接
ま

た

は

具
髄
的

関
係

は

存
し

な
い

が
､

や

は
り

そ

こ

に

共

通

な

資
際
上
の

必

要
と

い

つ

た

も
の

が

働
い

て

い

る

の

で

は

な
い

か

と

推

測
せ

ら

れ
る

｡

な

お

か

か

る
.
例

外
的

解

樺
が

生

れ
た

理

由
と

し

て

つ

苧

笥
)

C
P
∽

賢
e
竹

音

響

は
､

こ

れ
･
は

契
約
の

性
質

上

嘗
然
の

こ

と

で

あ

る

が
､

今
一

つ

は

放

置
す

れ

ば

全

損
を

生

ず
べ

き

遭

難
の

場

合
で

も

舶

舶
の

救

助

が

行

わ

れ
､

籍
局

保

険

者
の

利

益
に

も

な

る

か

ら

と
い

う

鮎
を

奉
げ
て

い

る

(

朴

日

豊
叩
O

n

同

上

肖

p
.

β
｡

(

註

九
)

今
日

英

国
海
上

保

抜
港

努
七

六

億
弟
二

項
の

如

き

も

小

塩

害
不

轄
像
の

特

約

を

分

損
堵
保
｢(
ノ

く
i

臣
P

く
e

旨
g
e

)

の

例
外
と

見

ず
､

分

損
ま

た

二

言
不

振
保
お

よ

ぴ
■

藩
審
不

塘
保
の

掛

釣
の

起
原

点

r･

β寧



】

橋

論

叢

第
二

で
七

巻

額
田

凍

ノ

は

畢
燭

海

票
諾

の

特

約
の

遠
(

喜
星

賢
e

e

f

岩
ヨ

豊
臣
三
豊

2

盲
訂

ま
○
-

言
邑

e

…

邑

善
言

ロ
ー

豊

浦

き

見
て

い

る

こ

と
は

､

沓
生

的
に

論

じ

て

も

意

義
の

あ
る

こ

と

で

あ

る
｡

2

ィ

ク

リ

一

に

お

い

て

教
生

し

た

分
損

不

揖
保

保
項

竺
方

英
国
に

倖
わ

る

と

と

臥
に

フ

ラ

ン

ス

に

む

移
入

さ

れ

た

が
､

今
こ

れ

を

後
者

に

つ

い

て

見
る

に

こ

れ

は

｡

ぎ
ロ
C

賢

邑
①

-

-

L
し

て

分
鯨
の

畢
生

が

琴
繁
で

雪
た

東
印

度
､

ア

メ

リ

カ

に

お

け
る

悌
領

諸
島
へ

､

も

し

く
は

同
所

き
り

積
出
の

貨
物

､

ま

た
は

近

束
､

北

阿
よ

り

積
出

し
の

貨
物
に

つ

い

て

使

用

さ

れ

た
｡

こ

れ

に

反
し
て

近

東
､

北

阿
へ

の

積
出
の

貨
物

､

西
､

葡
､

伊
､

.
俸
給

岸
､

西
領
｢

ア

メ

リ

カ
+

へ

､

草
た

は

同
所

よ

り

積
出
の

貨
物
に

つ

い

て

は

普
通
の

條
件

､

す
た

わ

(

話

一
)

ち

分
損
不

槍
保
の

保
項
に

う
て

契

約
き
れ

､

た
｡

た

だ

し

同

国
に

雪
て

は

イ

ク

リ

ー

約
款
に

お

け

る

が

如

草
特

殊
解
層

､

す

寧
わ

ち

分

損

速
い

え

ど

も

重

大
損

害
ま

た

は

共

同

梅
損
の

性

質
を

有
す
る

も
の

は

例

外

と

し
て

負
措
す
る

と
い

う

解
繹
は

認
め

ら

れ

な

か

つ

た
｡

こ

れ
は

約
款
の

解
繹
は

ま

ず
そ
の

字
句

を

盈

重
し

て

た

す
■べ

し

と
い

う

理

由
か

ら

凍
て

い

る
｡

す

寧
わ

ち
へ

へ

f

呂
O

d

ぎ
邑
e

こ

の

特
約
を

(

詮
二
)

以
つ

て

す
る

と

き

は
､

保

険
者
は

専
ら

全

損
お

よ

び

委

付

差
し

う

る

場
合
の

蜜
青

(

各
已
∽

富
=
ロ
月

官
邑
に

封

し

て

だ

け

茸
を

負
う

こ

と

と

琴
る

｡

こ

の

事
賓

竺
七

五

〇
年
フ

ラ

ン

ス

の

法

廷
に

お

い

て

行

わ

れ

空
訴
訟
事

件

に

関
し

て
､

原

音
が

冒
笥

盲
琶
e

的
i

∽

の

所

詮
を

引

用

し
､

分
損
た

る

大
損
害
の

頃

警
要

求
し

た
の

に

封

し

て
､

同

法

廷
に

お

い

て

言
れ

た

判
決
に

よ

つ

て

認
め

ら

れ

る
｡

(

註
三
)

(

鞋
四
)

こ

の

人

へ

f

書
芸
P

喜
ユ
2

｡

の

特
約
の

効
力
に

関
し

て

は

常
時
の

聾
者
間
に

異
論
が

曽
ソ

､

…
ロ

は

か

か

る

特
約
は

(

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

解
樺
に

よ

れ

ば
)

全
損

書
び

委

付
の

望
H

の

好
害
だ

け

し

か

負
接
し

な

ど
ら

､

･
船

舶
遭

難
の

際
に

は

や

や

且
ノ

れ

ば

船
長

誉

れ

が

救

助
に

努
力

す
る

熱
を

失
い

､

全

損
の

蚤
生

を

希
望

す
る

傾

向
を

誘
致
す
る

結

果
､

蓋
に

善
が

あ
る

も
の

で

あ
■
そ
さ

れ

ば

本
保

(

登
)

∴
彗
ハ
)

､

盲
七
)

項

は

小

監
の

著
を

除
き

､

+

厳
に

は

無
効
で

あ

る

と

解
し

た
｡

こ

れ

に

反
し

て

旨
芽
盲
昌
男
-

笥
は

い

ず
れ

も

特
に

こ

れ

を

り

レ
｢

丁

…
■

､

卜

･一



無
効
と

解
す
べ

き

理

由
な

し

と

し

た
｡

か

く
て

イ

タ

リ

ー

よ

り

稽
受
し

た

分
損

不

祷
保

條
項
で

は

あ

る

が
､

フ

ラ

ン

ス

に

入
つ

て

か

ら
は

そ
の

解
繹
が

厳
格
と

た

り
､

む

し

ろ

今
日

の

｢

全
損
ノ

ミ
+

培
保

(
t

｡

邑
-

○
∽

∽

｡

已
y
)

の

特
約
七

奨
り

な

い

も
の

に

た
つ

た
｡

し

か

し

近

年
に

た

つ

て

こ

の

､

古
賀

こ
ぎ
邑
e
∽

〉

､
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ぎ
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賢
く

溝
e
∽

召
t
i

c

各
町
e
∽
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に

取
つ

て

代

わ

ら

れ
､

分
損
を

蒙
り

易
い

積

(

詫
八
)

荷
に

つ

い

て

も

資
際
上

共
同

海
損

た
る

損

害
は

こ

れ

を

負
揺
す
べ

普

も
の

と

す
る

よ

う
に

た
つ

た
｡

㌔
r

(

註
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幹
2
e

ユ
叫

昌
同

上
肖

ワ

ー
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(

轟
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)
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ワ

一

山

(

撃
ニ

)

か

か

る

解

繹
は

現

在
の

フ

ラ

ン

ス

商
蔑
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四
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條
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い
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れ
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い
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､
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損
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｡
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十
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紀
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に
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い
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∴
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狗
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損
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①
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○
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述
の

通
り

イ

グ

リ

ー

都

市

忙

お

い

て

凌
生

し

た

保

険

取

引
の

慣
習
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損
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①
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れ
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條
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冒
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寡
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第

表
蓼
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｡

以

上

述
べ

た

と
こ

ろ

に

よ

り

畢
猥
梅
損
不

樟
保
の

簡
約
は

い

わ

ゆ
7

つ

瀬
上

保

険
の

地

中

洛
時
代
に

そ

の

養
生

を

見
､

貨
物

､

こ

と
に

そ

の

初

期
に

お

い

て

は

食
料
そ

の

他
の

特
に

損
害
を

蒙
り

易
い

商

品
.

に

つ

い

て

行
わ

れ

た

事

情
を

知
り

得
た

が
､

船
舶

､

運

賃
の

被
保

険
利

益
に

つ

い

て

は

未
だ

そ

の

跡

を

見
た
い
｡

こ

れ

ら

七
っ

い

て

は

恐

ら
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は

赫
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六

世
紀
以

後
海
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保

険
取

引
の

中
心

が
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中

海
治
山

芹

諸

国
か

ら

去
つ

て
､

大
西

洋
沿
岸
に

移
つ

て

か

ら
こ

の

種
の

約
款
が
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い

ら

れ
る

に

至
つ

た

こ

と

と

思

わ

れ
る
｡

英
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に

お

い

て
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七

四
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に

｡

イ
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に

追
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れ

た

哲

訂

冒
｡

2
n

賢
2

に

は

始
め

か

ら

船
舶

､

蓮
賃
の

被
保

険
利
益
に

つ

い

て

は

専
ら

小
損

害
不

揖
保
の

特
約
(

三

分
以

下
の

革

礪
海
損
不

揖
保
の

特
約
)

だ

け
が

規

定
さ

れ
て

い

た
か

ら
､
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時

一

般
に

は

こ

れ

ら
の
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険
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益

に

つ

い

て

は
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損
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ま
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代
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わ
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れ
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ま
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凄

く
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つ
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損
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は
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損
に

経
る

こ

と

多

く
､

分

損
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発
生

は

比

較

的

稀
で

あ
つ

た

か

ら

特
に

保

険

者
の

責
任

を

制
限

す
る

必

要
を

感
じ

な

か

つ

た
の

で

あ
る

が
､

舶
塑

が

大

き

く

な
る

に

つ

れ
､

漸

次

そ

の

必

要

を

感
じ

､

始
め

は

小

技

蕃
不

轄
保
の

特

約

を

な

し

て

い

た

も
の

が
､
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に

は

大

小
の

分

損
が

頻

出

す
る

よ

う

に

な
つ

た

た

め
こ

れ

が

碩
大
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れ
て

一

般
分

視
を

療
保
し

な

い

特

約
を

な

す

に

至

っ

た
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で

あ

る
｡

な

お

英

国
で

は

船

舶
(

運
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)

の

被
保

険
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益
に
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て

は
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海
損
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保

約
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i
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∽
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蒸
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岩
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∽
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①
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あ
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は
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∞
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払
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ロ
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賢
詫
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ど
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勺
○

声
H

忌
日
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-

､

｢

書
記
は

費
用

お

よ

び

食
料
に

お

い

て

損
害
が

■
百

分
の

一

を

超
過

し

な
い

と

き

は
､

こ

れ

が

嘆
補
を

な

し

得
た

い
｡

損

軍
が

暴
風
雨
に

因
つ

て

生

じ

た

場
合
に

五

分
を

超
過
し

な

い

と

き

ま

た

同

じ
+

と
い

う
の

が

こ

れ
で

あ

る
｡

オ

ラ

ン

ダ

の

法

令
(

コ
P

粁

監
e

d
d
n

-

℃
○

-
ご
)

第
二

五

保
も
ま

た

百

分
の

一

の

小
損
害
不

揖
保
の

規
定

(

註

こ

を

有
し

て

い

た
｡

こ

れ

ら
ほ

叙
上
の

如
き

小
損
害
は

航
海
中

頻
聾
し

勝
ち
で

あ

る

か

ら
､

保

険
者

と

し
て

は

こ

れ

が

填
補
に

手

数
が

煩
し

く
､

■
ま

た
か

か

る

小
損
害
填
補
に

相

癒
す
る

保

険
料
の

後
攻
ほ

賓
際
上

十

分
行
い

待
た

い

の

で
､

か

か

る

不
都

合
に

備
え

七
こ

の

種
の

定

め
を

な

し

た

の

で

め

る
｡

ま

た
こ

れ

ら

は

い

ず
れ

も

畢
褐
海
損
の

場
■
合
だ

け
で

な

く
､

共
同

海
損
の

場
合
に

も

同

様
な

免

責
を

認
め

ん

と

し
て

い

る

爵
に

注

意

す
べ

き

で

あ
る

｡

而

し

て

こ

の

の

己

計
ゴ

の

規
定
は
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然
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邑
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昌
O
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計
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賢
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∽

A
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四

七
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損
害
は

百

分
の

一

を

超
え

た
い

と
き

は

こ

れ
が

喋
補
を

請
求
し

得
な
い

(

O
n

臼
e

勺
○
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岩
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損
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損
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∞
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古

の

既
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唱

え

た
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ろ
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即
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礼

聖
〇

β

あ

る
｡

な

お

ま

た

こ

の

○

昆

昌
2
n

誌

の

規

定
以

前
に

あ
つ

て

は
､

フ

ラ

ン

ス

で

は

損
害
が

百

分
の

一

以

上

七

達

し

た

と

普
､

保

険
者

は

そ

の

仝

顛

を

墳
節
す
べ

き

か
､

そ

れ

と

も
こ

の

百

分
の

一

を

控
除
し

た

韓
腐

だ

け

を

填
補

す
べ

き

か

に

つ

い

て

は

同

園
の

慣
習
は

必

ず

(

託
三
)

し

も
ー

定
し
て

お

ら

ず
､

例
え

ば

挿
○

亡
e

n

に

お

い

て

は

そ

の

超
過

密

に

閲

す
る

範
射

的
掩

除
の

慣
習
が

存
在
し

て

い

た
｡

だ

が
一

般
的

に
.
は

か

か

る

担
除
を

不

昔
の

措
置
な

り

と

解
し

て

い

た
｡

い

ず
れ
に

し

て

も
.
〇

邑

昌
日

昌
昌

第
四

七

條
が

前
掲
の

如
く

損
害
が

百

分
の

一

を

超
過

し

な
い

と
き

は

こ

れ

が

填
補
の

請
求

を

た

し

得

ず
(

超
過

す
れ
ぼ

全

額
を

墳

柄
す
る
)

と

規
定
す
る

に

及

び
､

こ

れ
■
に

反

す
る

(

註
四
)

･

慣
習
は

一

療
治
滅

し
･
た
こ

止

に

な

つ

た
｡

現

行
フ

ラ

ン

ス

商
法

第
四

〇
八

條
ま
た

こ

れ

を

噌
承

し

て

い

る
｡

(

註

こ

内
岩
O

F
t

〉

ロ
6

.

河
O
t

t

e

a
p

m
O
r

∽
e

e

く

e

邑
且
F

の

1
ロ

口

内

苧
世

守
旨

〉

一

打

∂

田
ロ
t

弓
-

c

粁
-

亡

ロ

g
一

日
O

d
O

ロ

ど
口

内

亡

n
n

ロ

乱
F
粥

仁

口

呵
e

n

-

¢

N

N
)

∽
.

N

㍗

(

謎
二

)

現

代
に

あ
つ

て

も

ま

た

然
り

で

あ
る
｡

例
え

ば

わ

が

商
法

葬

六

六
八

偉
容
原

｡

一

(

註
三
)

ま

た

そ

の

割
合

も

時
に

す

分
の

三
､

百

分
の

五

草

色
々

定
め

ら

れ
た

(

く
巴

i

日

岡
上
(

O
e

∽

A
芸
亡
→

㌍
ロ
C

e
⑦

榔

ミ
)

｡

(

註
四
)

し

か

し

先
に

掲

げ

た

声
○

宮
口

の

慣
習
は

商

法
の

規

定
忙

も

拘
ら

ず

今
計
フ

ラ

ン

ス

の

賓
際

界
に

お

い

て

復

活

し

て

い

る

が
､

こ

れ
は

別

に

述
べ

る

通
り

同

国
で

は
一

定

小
損

害
額

ま
た

は

割

合
(

?
P

日
C

E
旨
)

を

超

過
し

た

と

き
､

そ

の

全

額

を

填
補
す
る

こ

と
と

な

れ

ば
､

そ

の

養
生

し

た

揖
審
額

が

僅
か

に

小

損

害
に

遷
し

な
い

と

き

は
､

被
保

険

者
ま
た

は

そ

の

代
理

人

は

そ

の

額
の

増

大
を

望

ん
で

故

意
に

損

害
額
の

横

大
を

計
ら

ん

と

す
る

惧

が

あ
る

か

ら

で

あ
る

(

｢

弓
e

呂
e
t

O
-

才
e

)

C
O

ヨ
一

宏
口

邑
r

①
班

計
辺

冒
-
-

n
e

ニ
旨
臼

唱
-

∽

①
∽

や
､

A
∽
∽

已
P

ロ
C

｡
∽

2
牢
ユ

ニ

ヨ
｡
仏

岩
r

C
O
r

℃
∽

d
作

2
P

5 .

蒜
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〉

-

窒
¢

r

ワ

一

芸
)
｡

さ

ら

に

ま

た

○

邑
○
}

昌
平
ロ

富

も
､

こ

れ
を

纏
承

す
る

現

行

商
法

(

四

〇
八

條
)

も

と

も

に

単
狗

海
技
の

場

合
た

る

と

共

同

海

技
の

場

合
た

る

と

を

問

わ

ず

百

分
の

一

を

超

過
し

な
い

損

害
を

負
精
し

な
い

も
の

と

し

て

い

訂

が

(

A

声

志
-

冒
′

-

e

臣
萱
F

邑
①

で
喜

豊
1

賢
i

e
∽

ロ
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e

∽
叶
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♂
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中
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g

か

○
)

､

む

の

場
合

共

同

海
抜
に

閲
し

例

外
を

設
け

な
か

つ

た

の

は

他
の

諸
国
の
■
規

定

と

そ

の

趣
を

異
に

す
る

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

フ

ラ

ン

ス

商
汝

が
こ

の

よ

う

な

特

長
あ
る

規

定

を

設
け

た

理

由
は

先
に

本

文

で

盛
べ

た

よ

う

に

主
と

し

て

小

損

害
填
補
の

手

数
､

煩

雑
を

回

避

せ

ん

と
し

て

設
け

ら

れ

た

G

已
(

ざ
ロ

の

規

定
を

引

縫
い

だ
か

ら

で

あ

る
｡

し

か

し

同

国

現

在
の

貸
際
は

か

か

る

商
壌
の

規

定
を

排
し

､

共

同

海
抜
の

場

合
に

は

?
P

ロ
〔

E
∽

○

の

控

除

ほ

行

わ

な
い

♭

き
.

N

こ

T
ど
の

p

喜
訂
∽

匂

邑
邑
㌣
e

軍
ロ
e

琵
邑
か

邑
｡

仁

乳
①

…
山

喜
∽

｡

岳
-

=
･

e

ぎ
ロ
e

訂

ぎ
ロ

聖
賢

争
P

p
r

釘
t

O

昔
日
∽

勺

邑
e

息
①

≡
弓

-

p

も
e

喜
p

粥

監
0

2

2
く

i

岩
.‥

-
冒

-

i

声
f

声
口

号
s

】

S

已

8

竜
-

2
｡

已

監
-

芸
)

｡

三

保

険
の

目

的
の

性
質
ま
た

は

職

兢
に

因
る

損
害
不

填
補
の

原
則
の

起

原

上

述
せ

る

保

険
者
の

損
害
填
補
責
任
の

制
限

に

関

す
る

二

種

類
の

特
約

､

す
た

わ

ち

畢
嘱
溶
損
不

揖
保

お

よ

び

小

損
害
不

緒
保
の

絡
約

に

関
連
し

て

二
言

附
加
し

て

麿
き

た
い

の

は

保

険
跡

目

的
､

こ

と
に

積
荷
の

性
質
ま

た

は

顆

症
(

ま
記
1

p

岩
p

蒜

こ
臼

訂
蒜
已

計
訂
e

t

)

に

(

註
一

)

困
る

損

害
不

揖
保
の

原
則
の

沼

草
で

あ

る
｡

抑
も

保

険
の

目

的
の

性

質
ま

だ
は

瀬

痢
に

因
る

損

害
に

二

種

類
あ
つ

て
､

一

は

全

く

外

部
的

､

事
情
す
た

わ

ち

航
海
に

関
係

な

く

生

ず
る

も
の

で

あ
り

､

例
え

ば

食
料
が

腐
敗

ま

た
は

発
熱
し

､

動
物
が

病

死

す
る

が

如
き

こ

れ

で

あ

る
｡

そ
の

二

は

首
該
航
海
に

普
通

た

事

情
と

持
合
し

て
､

ま

た
は

そ

の

影

響
を

受
け
て

､

･
例
え
ば

一

定
航
海
に

普
通

経

験
す
る

風
波
に

困
り

ま

(

註
二
)

(

註
三
)

た

は

か

か

る

航
海
に

普
通

た

分
量
の

海
水
の

浸
入
に

因
つ

て

積
荷
が

毀

損
を

蒙
る

が

如

き

こ

れ
で

あ
る

｡

と

こ

ろ

で

前
者
は

た

と
え

そ

れ

が

偶
蟄
的
の

も
の

で

あ
つ

て

も

添
上

危
険
に

因
る

も
の

と
は

稀
し

得
な
い

が
､

後
者
は

営
然

海
上

危
険
に

原
因

す
る

も
の

と
い

い

う
る
｡

し

か

し

今
日

い

ず
れ
の

園
の

海
上

保

険
法

に

あ
つ

て

も
ー

般
に

積
荷
の

性
質
ま

た

は

照

姥
を

免

責
危
険
と

し
､

内
部

的
性
質
の

も
の

に

つ

一
.

▲

1 1

い

て

は

無
論
の

こ

と
､

外

部
的
事
情
に

影
響
さ

れ

た

も
の

に

つ

い

て

も
保

険
者
に

こ

れ

が

境
南
の

責
な

き

も
の

と

し

て

い

る

が
､

こ

れ
は

が

分

線
不

塘
保
お

よ

び

小

損

音
不

塘
保
の

特

約
の

起
原
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【

主

と

し
て

沿

革
的
理

由
に

ょ

る

も
の

と

思

う
勺

す
な
わ

ち

昔
時
に

あ
つ

て

は

ー
恐

ら

く
は

海
上

保

険
制
度
に

先
行
す
る

冒
険
貸
借
の

時

代
か

ら

一
物
の

照

焼
に

基

く
損
害
は

不

可

抗
力
(

旨
∽

ど
ー

邑
)

で

た

く
､

不

可

抗

力
に

因
ら

な
い

も
の

は

保

険
者
の

責
任

(

冒
険

琴

(

散
田
)

借
の

場
合
に

は

貸
主
の

不

利
益
)

に

琴
し

な
い

と
い

う

考
え

方

が

あ
り

､

こ

れ
が

昔
時
の

約
款
ま

た

は

法

律
に

規
定
さ

れ
て

現

代

に

侍
わ

っ

た

も
の

と

稀
し

得
よ

う
｡

す
た

わ

ち
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の

S
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∃
仲
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】

ぶ

p
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ロ
→

O
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ロ
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●

｢

穀
類

､

酒
､

塵
､

碓
詰

､

無
花
果

､

乾
葡
萄

､

柑
楠

､

糖
蜜

､

煤
製
鰊

､

梗
概
そ

の

他
の

食
料

品
は

し

ば

し

ぼ

陸

揚
前
品
質
を

損
な

い
､

あ

る

い

は

舵
槍
に

積
込
中

蟄
熱
し

､

酸
味
を

帯
び

､

熔
解
し

､

臭
気
を

蟄
敬

し
､

流
出

し
､

欒
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損
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損
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述
べ

て

い

る
｡

た

お

こ

の

G

已

計
ロ

の

規
定
は

こ

こ

で

も

ま

た

O

a
O

n
日

昌
○
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滑
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習
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梅
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あ
る
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損
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に
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を
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損
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損
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困
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損
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損
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荷
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ょ
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に
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に
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仏
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損
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す
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損
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習
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損
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習
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四

附

詮

ゎ

れ

わ

れ

は
･
堺
上

絵
討
し

た

る

と
こ

ろ

に

ょ

つ

て

大

儀
次
の

よ

う

な

緒
論
を

得
た

｡

す
な
わ

ち

分
損
不

措
保
の

特

約
も

ま

た
は

小
損

盲

･
不

揖
保
の

原
則
も

と

も
に

海
上

保

険
の

地

中

海
時
代
に

そ
の

起

原
を

有

す
る

も
の

で

あ
る

が
､

そ
の

襲
生
の

理

由
は

雨
着
同

一

で

は

な
い
｡

す
な

も
ち

前
者
に

つ

い

て

い

え

ぼ
､

こ

れ

は

食
料
の

如
き

損
害
の

費
生

し

易
い

積
荷
で

あ
つ

て
､

賢
際
そ
の

教
生
を

見
た

場
合

､

原

因
が

海
難
で

挙
る

か

そ

れ

と

も

そ
の

内
部
的
事
情

､

す

寧
わ

ち

そ

の

性

質
ま

た
は

預

痍
に

出

た

も
の

で

あ
る

か

確
定
が

困

難
で

あ

る

結

果
､

首

尊
者
間
に

紛

宰
が

生

ず
る

惧
が

多
い

か

ら
､

こ

れ

せ

同

避
せ

ん

た

め
で

あ
つ

た
｡

ま

た

後
者
に

あ
つ

て

は

保

険
の

目

的
の

性
質
上

小
損

害

が

頻
敬
し
て

こ

れ

を

填
補
す
る

こ

と

は

保

険
者
に

煩
し

く
､

か

か

る

保

険
経

営
上
の

不

都
合
を

除
去

す
る

目

的
よ

り

し
て

教
生

し

た
も
の

な

る

こ

と

を

知
り

得
た

｡

而

し

て

現

代
に

あ
つ

て

は

こ

の

両
種
の

特
約
ま

た
は

特
則
は

そ

の

後
の

商

取

引
事
情
の

襲
展
に

應
じ
て

そ
の

内

容
が

益

1

複

雑
と

た

る

と

と

も

に

(

例
え

ば

損
害
が

船
舶
の

坐
礁
そ

の

他

特
定
の

原
因
に

よ

つ

て

生

じ

た

場
合
に

例
外
を

認
め

る
)

､

こ

の

両
種

特
約
問
に

旦

蒜
的
現

象
を

生

じ
､

今
月

行
わ

れ
て

い

る

こ

れ

ら
の

種

類
の

約
款
の

内
面

的
意

味
も

そ
の

理

解
は

容

易
で

た

く

な
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り
､

現

在
で

は

こ

の

両
種

約
款
の

閤
に

は

性

質
上
の

差

は

な

く

な
り

､

程
度
の

相

屈
だ

け
が

存
在

す
る

と
い

つ

て

不

可

な
い

妖
態
に

あ
る

｡

な
お

分
損
不

揖
保
の

特
約

､

小

損

害
不

揖
保
の

原

則
維
持
の

理

由
は

本
論
文
に

お

い

て

そ

の

起

原
と

し

て

奉
げ

た
も
の

の

外
､

保

険
料

率

の

平

均
化
の

企
画
と
い

う

事
資
も

附
加

し

て

置
か

な

く
て

は

な

ら

た

い

と

思
う

｡

そ

れ

は

本
論
文
の

後
編
に

昔
る

曽

訂

ヨ
○

冒
n

賢
m

の

説

明

に

営
つ

て

論
ず
べ

き

こ

と
で

あ

る

が
､

一

七

四

九

年
本
約
款
が
ロ

イ

ド

産
券
に

藩
加

挿

入
さ

れ

る

に

至
つ

た
動

横
に

つ

い

て

竺
e

詔
β
S

は
､

こ

れ

は

人
々

が

特
に

滑
耗

､

腐
敗

そ

の

他
航
海
中
損

害
を

豪
り

易
い

物
､

ま
た
は

容

積
の

勧
に

高

慣
な

物
を

ヘ

ヘ

笥
○

計
｡

と
い

う
一

(

註

こ

般

的
名

稲
で

保

険
を

付
す
る

こ

と

を

得
ぎ

ら

し
め

る

に

あ
り

と
い

つ

て

い

る

こ

と
に

関
係
を

持
つ

｡

す
な

わ

ち
こ

れ
を

本
爽
か

ら

え

ぼ
､

分
損
の

危
険
の

多
い

も
の

､

一

定
小
損
害
せ

蒙
り

易
い

も
の

に

つ

い

て

は

そ

れ

ぞ
れ

そ

れ

に

相

應
す
る

高
率
保

険
料
を

徴
収

す
れ

ぽ

よ

い

繹
で

あ

る

が
､

そ

れ

が

た
め

に

は

舞
一

に

取

引

毎
に

そ

の

目

的
の

内
容

を

明
か

に

し
て

保

険
を

付
せ

し

め

る

要
が

あ
る
｡

し

か

し
こ

れ

は

手

数
が

耕
り

､

且
､

営
業
上
の

秘
密
漏
洩
の

惧
も

あ

り
､

こ

れ
を

単
に

へ

､

g
0

0

計
､

､

そ

の

他
の
二

段

的
名
稀
を

以
て

す
る

の

簡
易

､

且
､

周
到
な
の

に

及

ぼ

た
い

の

で

あ
る

｡

か

よ

う

た

次
第
で

常
時
に

お

け
る

取

引
の

賓
情
か

ら
い

つ

て
､

始
め

か

ら

危
険
率
に

應
じ

て

高

率
保

険
料
を

取

る

よ

り

も
､

平
均
的
保

険
料

畢
取

つ

て

損
害

教
生
の

離

年
保

険
者
の

責
任

制
限
を

行
つ

年
万

が

得

琴
と

考
え

ら

れ
る

に

至
つ

た

結
果
が

､

上

掲
の

如
き

買
e

臼
｡

冒
n
d
亡

ヨ

に

お

け
る

分
損
不

塘
保
の

特

約
ま

た

は

小
損
害
不

袴
保
の

原

則
の

取

入
れ

と
い

う

尊
貴
を

起

し

た

原
因
で

あ

り
､

今
日

こ

の

種
の

約
款
の

行
わ

れ
て

い

る
一

理

由
で

も

あ

草
｡

が
､

し
か

し

中

世
紀
時
代

漕

た
は

海
上

保

険
の

地

中

海
時
代
に

お

廿

る

文
献
ま

た
は

拳
詮
で

こ

れ

ら
の

特
約
ま

た

は

原
則
の

超

原
と

し
て

保

険
料
の

均
一

化
を

拳
げ
て

い

る

も
の

せ

見
た

い

の

(

託
三
)

で

あ
る

か

ら
､

.
こ

の

よ

う

な

事
安
ま

た
は

必

要
が

起
つ

た
の

は
､

飴
程

彼
に

な

つ

て

か

ら
の

こ

と
で

は

た
い

か

と

推
測

せ

ら

れ
る

｡

(

註

こ

∽

す
1

e

2

同

上

p
･

N

-

¢
･

ま

た

好
日
e

｡

打
e

(

A

冨
邑
雷

昌
t

訂

勺
ユ
ロ
n

首
-

e

O

ェ
已
e

日

邑
叫

i

日

日

邑
岩

音

岩
1

呂
㌻
-

00
N

♪

p
.

分

母

不

婚
保
お

よ

び

小

損

害
不

婚
保
の

特

約
の

産
児

軒
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一

播

静

叢

第
二

十
七

食

券
四

放

念
8

も
あ

る

種
の

商
品

は
そ

か

性
質
上

必

魚

的
に

保

険

者
の

責
任

を

加

重

な

ら

し

め

る

か

ら
､

か

か

る

紆
果
を

除

去

し
､

ま

た

各

種
嵐
品

を

同
】

基
準
に

置
く

た

め
､

各

国
商
業
界
忙

お

い

.
て

は

種
々

な
る

約

款
､

取

極
が

利

用

さ

れ
る

に

璽
つ

た

と

述
べ

て

い

る
｡

(

鼓
二

)

商
品
の

種
類

如

何
は

も

と

よ

り

こ

の

時

判

明

す
る

か

ら
､

そ

れ
に

よ

り

分

扱

ま

た

は
一

定

割

合
の

小

技

音
額
に

射

す
る

保

険

者
の

兎

貴
を

汲

定
す
る
｡

(

堅
ニ

)

そ

の

前

身
と

見

ら

れ
べ

き

も
の

は

常
時
か

ら

存
在
し
て
.

い

た

こ

と

は

本
論

丈
の

始

め
に

述
べ

た

通

り

で

あ
る
｡
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